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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年7月25日(2019.7.25)

【公表番号】特表2018-525420(P2018-525420A)
【公表日】平成30年9月6日(2018.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2018-034
【出願番号】特願2018-510730(P2018-510730)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  63/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  63/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   63/00     　　　Ｆ
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   63/02     　　　Ｅ
   Ａ０１Ｎ   63/02     　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月20日(2019.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７
７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む、組成物であって、
　ここで前記細菌株、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体は、約１０５　ＣＦＵ／ｇ～
約１０１２　ＣＦＵ／ｇまたは約１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１２　ＣＦＵ／ｍｌで存
在し、そしてここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善
するか、または植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
【請求項２】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項１に記載の組成物。
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【請求項３】
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、請求項１または２に記載
の組成物。
【請求項４】
　前記細菌株またはその活性改変体は、約１０５　ＣＦＵ／ｇ～約１０１０　ＣＦＵ／ｇ
または約１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１０　ＣＦＵ／ｍｌで存在する、請求項１～３の
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物は、細胞ペーストを含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物は、水和剤もしくは噴霧乾燥製剤、または安定な製剤を含む、請求項１～５
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項１～６のいずれか１項
に記載の組成物。
【請求項８】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ



(3) JP 2018-525420 A5 2019.7.25

、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、請求項１０に記
載の組成物。
【請求項１２】
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７
７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む細胞ペーストを含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、ま
たは植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
【請求項１３】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病である、請求項１２～１３のいずれか１項に
記載の組成物。
【請求項１５】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項１２～１４のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
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ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、請求項１８
に記載の組成物。
【請求項２０】
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７
７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
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ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む水和剤を含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、ま
たは植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
【請求項２１】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項２０または２１に記載
の組成物。
【請求項２３】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
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ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、請求項２５
に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記活性改変体は、少なくとも１種の除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保
護化学物質に抵抗性である、請求項２０～２６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記活性改変体は、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質の圧力
の下で選択され、かつ前記除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質に
抵抗性である、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記活性改変体は、本明細書で提供される細菌株またはその活性改変体を除草剤抵抗性
にする除草剤抵抗性遺伝子で形質転換されており、ここで前記細菌株は、植物の病気を引
き起こす植物病原体を制御する、請求項２７～２９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記植物病原体は、ＡＳＲを引き起こす、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記除草剤は、グリホサート、グルホシネート（グルタミンシンターゼインヒビター）
、スルホニルウレアおよびイミダゾリノン除草剤（分枝鎖アミノ酸合成インヒビター）か
らなる群より選択される、請求項２７～３０のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３２】
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７
７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせ；
を含む、細菌株の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３３】
　前記細菌株は、除草剤、殺真菌剤、農薬、または農作物保護化学物質から選択される殺
生物剤に対して抵抗性であり、前記培養物は、前記殺生物剤の存在下で成長させることに
よって生産され、前記細菌株は、植物の病気を引き起こす病原体を制御する、請求項３３
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に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３４】
　前記物学的に純粋な培養物は、グリホサートの存在下で成長できる、請求項３３に記載
の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３５】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項３３～３４のいずれか１項に記
載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３６】
　前記植物の病気は、ＡＳＲである、請求項３５に記載の単離された生物学的に純粋な培
養物。
【請求項３７】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項３３～３６のいずれか
１項に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３８】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項３７に記載の単離された生物
学的に純粋な培養物。
【請求項３９】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
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ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項３８に記載の単離された生
物学的に純粋な培養物。
【請求項４０】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、請求項３８に記載の単離された生物学的に純粋な
培養物。
【請求項４１】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、請求項４０
に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項４２】
　以下：
　（ａ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体であって、ここで前記活
性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株ま
たはこれらのうちのいずれかの活性改変体；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ
であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する
細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み
合わせ；
から成長される、細菌培養物であって、
　ここで前記細菌培養物は、植物の病気を引き起こす植物病原体に対して抗病原体活性を
有しかつグルホシネートの存在下で成長できるか、または有効量の前記細菌培養物は、前
記植物の目的の農学上の形質を改善する、
細菌培養物。
【請求項４３】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項４２に記載の細菌培養物。
【請求項４４】
　前記植物の病気は、ＡＳＲである、請求項４３に記載の細菌培養物。
【請求項４５】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項４２～４４のいずれか
１項に記載の細菌培養物。
【請求項４６】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
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ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項４５に記載の細菌培養物。
【請求項４７】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項４６に記載の細菌培養物。
【請求項４８】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、請求項４６に記載の細菌培養物。
【請求項４９】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、請求項４８
に記載の細菌培養物。
【請求項５０】
　植物の病気に感受性である植物を生長させるか、または植物において目的の農学上の形
質を改善するための方法であって、前記方法は、前記植物に、
　（ａ）有効量の、細菌株ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、Ａ
ＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９
５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうち
の少なくとも１種であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内
のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種；ならびに／あるいは
　（ｂ）有効量の、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２
５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９
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、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいず
れか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の
組み合わせのうちの少なくとも１種であって、ここで前記改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０
．０１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦＵ）／
ヘクタールを含み、前記有効量は、前記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御するか
、または前記目的の農学上の形質を改善する、
方法。
【請求項５１】
　前記方法は、前記植物の病気に感受性である植物の収量を増大させる、請求項５０に記
載の方法。
【請求項５２】
　前記植物の病気は、真菌病原体によって引き起こされる植物の病気である、請求項５０
または５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、請求項５２に記載の方法
。
【請求項５４】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項５０～５３のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項５５】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
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れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項５４に記載の方法。
【請求項５６】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、請求項５５に記載の方法。
【請求項５８】
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、請求項５７
に記載の方法。
【請求項５９】
　栽培地において植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する方法であって、前記方法
は、
　（ａ）前記栽培地に、前記植物の病気に感受性である種子または植物を植える工程；お
よび
　（ｂ）前記植物の病気に感受性である植物に、以下：
　　（ｃ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３
、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしく
はＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体；あるいは
　　（ｄ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３
、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしく
はＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種
に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合
わせであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有
する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の
組み合わせ、
を含む、有効量の少なくとも１種の細菌株を適用する工程を包含し；
　そしてここで前記有効量は、少なくとも約１０５～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦ
Ｕ）／ヘクタールを含む、
方法。
【請求項６０】
　前記植物は、真菌性の植物の病気に感受性である、請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
　前記植物は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）に感受性である、請求項６０に記載の方
法。
【請求項６２】
　ＡＳＲに感受性である前記植物は、ダイズである、請求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
　前記組成物は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、請求項５９～６２
のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項６４】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、
Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉ
ｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇ
ｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａ
ｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔ
ｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓ
ｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒ
ｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙ
ｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈ
ｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈ
ｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌ
ｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒ
ｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃ
ｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃ
ｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔ
ｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇ
ｅｎａからなる群より選択される、請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉ
ｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌ
ｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａ
ｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａ
ｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒ
ｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択され
る１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、請求項６４に記載の方法。
【請求項６６】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、請求項６４に記載の
方法。
【請求項６７】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉを含む、請求項６６に記載の方法。
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【請求項６８】
　前記方法は、有効量の殺生物剤を適用する工程をさらに包含し、ここで有効量の前記殺
生物剤は、目的の生物を選択的に制御すると同時に、作物に有意に損傷を与えない、請求
項５９～６７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６９】
　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、同時に適用される、請求項６
８に記載の方法。
【請求項７０】
　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、逐次的に適用される、請求項
６８に記載の方法。
【請求項７１】
　前記殺生物剤は、殺真菌剤である、請求項６８～７０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７２】
　改変された細菌株を作製する方法であって、前記方法は、
　（ａ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体を含む少なくとも１種の
細菌株の集団を提供する工程であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．
０１５以内のゲノムを有する細菌株を含み、前記細菌株は、目的の殺生物剤に感受性であ
る、工程；
　（ｂ）前記細菌株を、前記目的の殺生物剤の存在下で培養する工程；ならびに
　（ｃ）前記目的の殺生物剤に対して増大した抵抗性を有する改変された細菌株を選択す
る工程、
を包含する、方法。
【請求項７３】
　前記培養する工程は、前記殺生物剤の濃度を経時的に増大させる工程を包含する、請求
項７２に記載の方法。
【請求項７４】
　前記殺生物剤は、グリホサートまたはグルホシネートである、請求項７２または７３に
記載の方法。
【請求項７５】
　植物の病気を処理または防止するための方法であって、前記方法は、植物の病気を有す
るかまたは植物の病気を発生させるリスクのある植物に、有効量の、
　（ａ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくとも１種
であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する
細菌株を含む、少なくとも１種；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ
のうちの少なくとも１種であって、ここで前記改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以
内のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　ＣＦＵ／ヘクタールを含み、前
記細菌株は、前記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
方法。
【請求項７６】
　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの植物の病気を処理ま
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たは防止する、請求項７５に記載の方法。
【請求項７７】
　前記１種もしくはこれより多くの植物の病気は、１種もしくはこれより多くの真菌性の
植物の病気を含む、請求項７６に記載の方法。
【請求項７８】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌性の植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳ
Ｒ）を含む、請求項７７に記載の方法。
【請求項７９】
　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの病原体を制御する、
請求項７５～７８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８０】
　前記１種もしくはこれより多くの病原体は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を
含む、請求項７９に記載の方法。
【請求項８１】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、
Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉ
ｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇ
ｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａ
ｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔ
ｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓ
ｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒ
ｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙ
ｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈ
ｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈ
ｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌ
ｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒ
ｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃ
ｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃ
ｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔ
ｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇ
ｅｎａからなる群より選択される、請求項８０に記載の方法。
【請求項８２】
　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉ
ｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌ
ｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａ
ｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
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ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａ
ｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒ
ｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択され
る１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、請求項８１に記載の方法。
【請求項８３】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、請求項８１に記載の
方法。
【請求項８４】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉを含む、請求項８３に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　要旨
　植物において植物の病気を制御するおよび／または少なくとも１つの目的の農学上の形
質を改善するための組成物および方法が、提供される。このような組成物および方法は、
植物の病気を引き起こす１種もしくはこれより多くの病原体を制御するおよび／または少
なくとも１つの目的の農学上の形質を改善する生物防除因子または細菌株の集団を含む。
上記生物学的因子または細菌株は、植物用の接種物として使用され得る。植物の病気に感
受性である植物を生長させるための方法、ならびに植物の病気を制御するための方法およ
び組成物がまた、提供される。植物において病気の抵抗性を増大させるための方法および
組成物がさらに提供される。植物の健康状態を改善するおよび／または少なくとも１つの
目的の農学上の形質を改善するための方法および組成物がまた、提供される。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む、組成物であって、
　ここで前記細菌株、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体は、約１０５　ＣＦＵ／ｇ～
約１０１２　ＣＦＵ／ｇまたは約１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１２　ＣＦＵ／ｍｌで存
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在し、そしてここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善
するか、または植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
（項目２）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、項目１または２に記載の
組成物。
（項目４）
　前記細菌株またはその活性改変体は、約１０５　ＣＦＵ／ｇ～約１０１０　ＣＦＵ／ｇ
または約１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１０　ＣＦＵ／ｍｌで存在する、項目１～３のい
ずれか１項に記載の組成物。
（項目５）
　前記組成物は、細胞ペーストを含む、項目１～４のいずれか１項に記載の組成物。
（項目６）
　前記組成物は、水和剤もしくは噴霧乾燥製剤、または安定な製剤を含む、項目１～５の
いずれか１項に記載の組成物。
（項目７）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目１～６のいずれか１項に
記載の組成物。
（項目８）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目７に記載の組成物。
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（項目９）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目８に記載の組成物。
（項目１０）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目８に記載の組成物。
（項目１１）
　前記病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目１０に記載
の組成物。
（項目１２）
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む細胞ペーストを含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、ま
たは植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
（項目１３）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目１２に記載の組成物。
（項目１４）
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病である、項目１２～１３のいずれか１項に記
載の組成物。
（項目１５）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目１２～１４のいずれか１
項に記載の組成物。
（項目１６）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
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ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目１５に記載の組成物。
（項目１７）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目１６に記載の組成物。
（項目１８）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目１６に記載の組成物。
（項目１９）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目１８に
記載の組成物。
（項目２０）
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
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も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む水和剤を含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、ま
たは植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
（項目２１）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目２０に記載の組成物。
（項目２２）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目２０または２１に記載の
組成物。
（項目２３）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目２２に記載の組成物。
（項目２４）



(20) JP 2018-525420 A5 2019.7.25

　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目２３に記載の組成物。
（項目２５）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目２３に記載の組成物。
（項目２６）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目２５に
記載の組成物。
（項目２７）
　前記活性改変体は、少なくとも１種の除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保
護化学物質に抵抗性である、項目２０～２６のいずれか１項に記載の組成物。
（項目２８）
　前記活性改変体は、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質の圧力
の下で選択され、かつ前記除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質に
抵抗性である、項目２７に記載の組成物。
（項目２９）
　前記活性改変体は、本明細書で提供される細菌株またはその活性改変体を除草剤抵抗性
にする除草剤抵抗性遺伝子で形質転換されており、ここで前記細菌株は、植物の病気を引
き起こす植物病原体を制御する、項目２７～２９のいずれか１項に記載の組成物。
（項目３０）
　前記植物病原体は、ＡＳＲを引き起こす、項目２９に記載の組成物。
（項目３１）
　前記除草剤は、グリホサート、グルホシネート（グルタミンシンターゼインヒビター）
、スルホニルウレアおよびイミダゾリノン除草剤（分枝鎖アミノ酸合成インヒビター）か
らなる群より選択される、項目２７～３０のいずれか１項に記載の組成物。
（項目３２）
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせ；
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を含む、細菌株の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３３）
　前記細菌株は、除草剤、殺真菌剤、農薬、または農作物保護化学物質から選択される殺
生物剤に対して抵抗性であり、前記培養物は、前記殺生物剤の存在下で成長させることに
よって生産され、前記細菌株は、植物の病気を引き起こす病原体を制御する、項目３３に
記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３４）
　前記物学的に純粋な培養物は、グリホサートの存在下で成長できる、項目３３に記載の
単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３５）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目３３～３４のいずれか１項に記載
の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３６）
　前記植物の病気は、ＡＳＲである、項目３５に記載の単離された生物学的に純粋な培養
物。
（項目３７）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目３３～３６のいずれか１
項に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３８）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目３７に記載の単離された生物学
的に純粋な培養物。
（項目３９）
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　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目３８に記載の単離された生物
学的に純粋な培養物。
（項目４０）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目３８に記載の単離された生物学的に純粋な培
養物。
（項目４１）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目４０に
記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目４２）
　以下：
　（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体であって、ここで前記活
性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株ま
たはこれらのうちのいずれかの活性改変体；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ
であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する
細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み
合わせ；
から成長される、細菌培養物であって、
　ここで前記細菌培養物は、植物の病気を引き起こす植物病原体に対して抗病原体活性を
有しかつグルホシネートの存在下で成長できるか、または有効量の前記細菌培養物は、前
記植物の目的の農学上の形質を改善する、
細菌培養物。
（項目４３）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目４２に記載の細菌培養物。
（項目４４）
　前記植物の病気は、ＡＳＲである、項目４３に記載の細菌培養物。
（項目４５）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目４２～４４のいずれか１
項に記載の細菌培養物。
（項目４６）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
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ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目４５に記載の細菌培養物。
（項目４７）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目４６に記載の細菌培養物。
（項目４８）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目４６に記載の細菌培養物。
（項目４９）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目４８に
記載の細菌培養物。
（項目５０）
　植物の病気に感受性である植物を生長させるか、または植物において目的の農学上の形
質を改善するための方法であって、前記方法は、前記植物に、
　（ａ）有効量の、細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、Ａ
ＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９
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５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうち
の少なくとも１種であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内
のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種；ならびに／あるいは
　（ｂ）有効量の、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１
５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９
、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいず
れか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の
組み合わせのうちの少なくとも１種であって、ここで前記改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０
．０１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦＵ）／
ヘクタールを含み、前記有効量は、前記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御するか
、または前記目的の農学上の形質を改善する、
方法。
（項目５１）
　前記方法は、前記植物の病気に感受性である植物の収量を増大させる、項目５０に記載
の方法。
（項目５２）
　前記植物の病気は、真菌病原体によって引き起こされる植物の病気である、項目５０ま
たは５１に記載の方法。
（項目５３）
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、項目５２に記載の方法。
（項目５４）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目５０～５３のいずれか１
項に記載の方法。
（項目５５）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
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ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目５４に記載の方法。
（項目５６）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目５５に記載の方法。
（項目５７）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目５５に記載の方法。
（項目５８）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目５７に
記載の方法。
（項目５９）
　栽培地において植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する方法であって、前記方法
は、
　（ａ）前記栽培地に、前記植物の病気に感受性である種子または植物を植える工程；お
よび
　（ｂ）前記植物の病気に感受性である植物に、以下：
　　（ｃ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１
、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしく
はＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体；あるいは
　　（ｄ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１
、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしく
はＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種
に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合
わせであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有
する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の
組み合わせ、
を含む、有効量の少なくとも１種の細菌株を適用する工程を包含し；
　そしてここで前記有効量は、少なくとも約１０５～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦ
Ｕ）／ヘクタールを含む、
方法。
（項目６０）
　前記植物は、真菌性の植物の病気に感受性である、項目５９に記載の方法。
（項目６１）
　前記植物は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）に感受性である、項目６０に記載の方法
。
（項目６２）
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　ＡＳＲに感受性である前記植物は、ダイズである、項目６１に記載の方法。
（項目６３）
　前記組成物は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、項目５９～６２の
いずれか１項に記載の方法。
（項目６４）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、
Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉ
ｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇ
ｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａ
ｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔ
ｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓ
ｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒ
ｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙ
ｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈ
ｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈ
ｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌ
ｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒ
ｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃ
ｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃ
ｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔ
ｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇ
ｅｎａからなる群より選択される、項目６３に記載の方法。
（項目６５）
　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉ
ｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌ
ｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａ
ｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａ
ｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒ
ｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択され
る１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、項目６４に記載の方法。
（項目６６）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目６４に記載の方



(27) JP 2018-525420 A5 2019.7.25

法。
（項目６７）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉを含む、項目６６に記載の方法。
（項目６８）
　前記方法は、有効量の殺生物剤を適用する工程をさらに包含し、ここで有効量の前記殺
生物剤は、目的の生物を選択的に制御すると同時に、作物に有意に損傷を与えない、項目
５９～６７のいずれか１項に記載の方法。
（項目６９）
　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、同時に適用される、項目６８
に記載の方法。
（項目７０）
　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、逐次的に適用される、項目６
８に記載の方法。
（項目７１）
　前記殺生物剤は、殺真菌剤である、項目６８～７０のいずれか１項に記載の方法。
（項目７２）
　改変された細菌株を作製する方法であって、前記方法は、
　（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体を含む少なくとも１種の
細菌株の集団を提供する工程であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．
０１５以内のゲノムを有する細菌株を含み、前記細菌株は、目的の殺生物剤に感受性であ
る、工程；
　（ｂ）前記細菌株を、前記目的の殺生物剤の存在下で培養する工程；ならびに
　（ｃ）前記目的の殺生物剤に対して増大した抵抗性を有する改変された細菌株を選択す
る工程、
を包含する、方法。
（項目７３）
　前記培養する工程は、前記殺生物剤の濃度を経時的に増大させる工程を包含する、項目
７２に記載の方法。
（項目７４）
　前記殺生物剤は、グリホサートまたはグルホシネートである、項目７２または７３に記
載の方法。
（項目７５）
　植物の病気を処理または防止するための方法であって、前記方法は、植物の病気を有す
るかまたは植物の病気を発生させるリスクのある植物に、有効量の、
　（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくとも１種
であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する
細菌株を含む、少なくとも１種；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ
のうちの少なくとも１種であって、ここで前記改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以
内のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　ＣＦＵ／ヘクタールを含み、前
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記細菌株は、前記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
方法。
（項目７６）
　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの植物の病気を処理ま
たは防止する、項目７５に記載の方法。
（項目７７）
　前記１種もしくはこれより多くの植物の病気は、１種もしくはこれより多くの真菌性の
植物の病気を含む、項目７６に記載の方法。
（項目７８）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌性の植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳ
Ｒ）を含む、項目７７に記載の方法。
（項目７９）
　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの病原体を制御する、
項目７５～７８のいずれか１項に記載の方法。
（項目８０）
　前記１種もしくはこれより多くの病原体は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を
含む、項目７９に記載の方法。
（項目８１）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、
Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉ
ｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇ
ｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａ
ｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔ
ｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓ
ｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒ
ｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙ
ｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈ
ｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈ
ｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌ
ｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒ
ｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃ
ｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃ
ｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔ
ｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇ
ｅｎａからなる群より選択される、項目８０に記載の方法。
（項目８２）
　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉ
ｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
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Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌ
ｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａ
ｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａ
ｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒ
ｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択され
る１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、項目８１に記載の方法。
（項目８３）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目８１に記載の方
法。
（項目８４）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉを含む、項目８３に記載の方法。
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